
３年生の選択授業「郷土の自然」（選択生徒２９名）の授業の１コマを紹介します。以下の図や実験の記録は生徒の作品です。 

２学期に「稲株に生息する原生動物を調べる」というテーマで

実験をしました。「乾燥した稲株の中に生物がいるのか」と疑問が

ありましたが、稲株の根に近い部分を２～３㎝に分けて水に入れ

て１週間程度置き、水滴をとって顕微鏡で観察したところ、いろ

いろな形、いろいろな動きをする微生物を観察することができま

した。いくつかを紹介します。 

乾燥した稲株の中では、微生物はシストとう袋状の構造をつく

り、その中で休眠状態となって乾燥期をすごしていることがわかり

ました。水田に水が入ると、休眠からさめて泳ぐようになるよう

です。 

ブレハリスマは大型で色もピンク色をしており観察しやすい生

物でした。何回か観察する中で、小形化し動きがゆっくりとなり

シスト化直前と思われるブレハリスマの個体がいるのを見ること

ができました。 

 

 

 

 

 

 次に、稲株の中に多様な微生物が生息するのはなぜかという疑問を持ちました。稲株の中には微生物の食物となる枯草菌が生息し

ていることが分かりました。稲株の枯草菌を調べる中で、納豆をつくる際に用いる納豆菌もこれら枯草菌の一部であることが分かり

ました。先生の経験等から、「以前は稲わらとダイズを用いて自家製の納豆をつくって食べていた」ということが分かりました。そ

こで、「稲わらを使った納豆（藁つと納豆）つくりを授業でやってみよう」ということになりました。これから、生徒２９名が納豆

つくりに取り組んだその記録を紹介します。生徒のレポートの内容から抜粋して紹介します。 

 

ブレハリスマ 

ネズミワムシ 

スピロストムム 

シスト化 

       

                 
                 
                 
             



 

 

     

           
                
               

                
                
           

               
           

              
               
                 
                
        

               
                
    

     

            

                     
                    

                    
       

               

                    

                    
                   

          

           
          

          

          

          

       

           

           

          

       

      

               

         

       

                

             

             

               

                           

      

     

     
                 

      
          

                   

      



 

 

             

              
               
               
   

      

              
               
               
                
      

      

               

                      

                         

               

     

              
              
              
       

              
                  
                
      

     

            

            

            

            

             

                    

     
         
                             
                

         
                    
                     

     

      
                             
                         

                    
                           
      
                    
                             

                         
                               

                            
                           

     

     

               
                
    

     

              
              
              
             

              
            



 

 

 

 

 

 

     

                               
                              
                              
                              
                              
                    

     

                             
             

                              

                    

                        

     

                                     
                                    
     

                                      

                             

                                 

     
                            

                             
                             
                             
                             
           

                            
                             
                             
                             
   

     

            
 
              
   
             

              
              
              
              
              
     

  

   
            
             
              
             
             
             
             
             
             

            
             
             
             
             
         


